
介護予防のための介護予防のための

口腔機能向上口腔機能向上



要介護者の口腔内要介護者の口腔内



口腔の基礎知識



呼吸

発音

表情

消化口の働き



• 消化管の入り口
　　　

 
摂食・嚥下機能

• 呼吸器官の入り口
　　　

 
呼吸機能、発音機能

　　

口腔の特徴

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
口腔は、消化管の入り口であり、呼吸器官の入り口でもあります
私たちは食べ物を嚥下する瞬間に息を止めます・食べ物が器官に入らないように、喉頭蓋が反射的に気管をふさぐからです。
安全に食べることと呼吸はとても関係が深いのです。。




加齢による口腔の症状

• 口がネバネバ・ベタベタする

• 歯が抜ける・よく咬めない

• 味が分からない

　－味覚神経そのものが悪くなる人はあまりいない

　　

 
唾液の減少・粘膜の萎縮など

• 飲み込みにくい

• しゃべりにくい

　－唾液の減少・義歯の不適合

• 義歯が合わない
　－粘膜の柔らかさ（クッション）がなくなると、痛い

　　

 
唾液の減少

　



加齢による口腔の変化加齢による口腔の変化

・歯科疾患などで歯を喪失する
・歯が喪失すると顎もうすくなる
　（顎の疾患も起こしやすい）

・唾液分泌量の低下
・口腔乾燥（内服との関係）

・口腔常在菌叢の変化
・ADL低下による清掃状態の悪化

・義歯の不適合
・咀嚼障害・嚥下障害

①形態の変化

②唾液分泌の変化

③口腔環境の変化

◆口臭

◆呼吸器感染症

◆低栄養

◆脱水



摂食嚥下のメカニズム



摂食・咀嚼・嚥下の定義

• 摂食：食べること
　　　飲食物を体内に取り込む一連の行為、行動

• 咀嚼：噛むこと
　　　食物を摂食して粉砕し、唾液と混和し食塊
　　　にするまでの一連の過程

• 嚥下：飲み込むこと
　　　食塊ならびに口咽腔分泌物を、口腔から食道に　

 　
　　　送り込む一連の運動







摂食・嚥下障害による病態

　　栄養摂取障害 　　気道防御障害

誤嚥 肺炎 窒息脱水
エネルギー栄養素

 の不足



誤嚥とは

• 食塊が、声門を越えて気道に入った状態

• その結果、肺の中に食べ物が入り、そこで腐り、ま
 わりの組織が炎症を起こしていく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　徐々に蓄積されると…

　　　　　　　　
　　　誤嚥性肺炎を発症する可能性高い

＊顕 性 誤 嚥：咳反射を伴う誤嚥　

　　　
 

＊不顕性誤嚥：咳反射を伴わない誤嚥



•• 　　不顕性誤嚥（むせのない誤嚥）がある

• 　長期、あるいは多量の不顕性誤嚥が高齢
 者や全身状態の不良な患者に起こるとき、肺

 炎を起こす可能性が高い。

　　

むせない≠誤嚥していないむせない≠誤嚥していない



睡眠時が問題

　
 

誤嚥が起こるのは食事のときだけとはかぎり
 ません。

 胃液が食道を逆流して気管に入ったり、睡眠
 中に唾液を誤嚥したりすることもあります。

 　食事中の誤嚥はむせるので気がつきます
 が、眠っている間は気づきません。

誤嚥性肺炎の多くは睡眠時の誤嚥によると
 いわれています。



＊食物、水分などを　間違って飲み込む。

＊食物が　胃からの逆流で肺に入る。

＊不潔な口の中の細菌が肺に入る、など
　

　微生物の感染で起こる肺炎

誤 嚥 性 肺 炎
ご えん



「誤嚥性肺炎」「誤嚥性肺炎」の予防

ご え ん

＊
 

食物形態食物形態、、食事姿勢食事姿勢、、食事介助の方法食事介助の方法

　　　　など、誤嚥しにくいように工夫する。

＊
 

食事の後、

　
 

できるだけ長い時間「座位」長い時間「座位」を保つ。

＊
 

食 事 後 の 口 腔 ケ ア食 事 後 の 口 腔 ケ ア を し っ か り 行 う 。

＊
 

健口体操健口体操などで筋肉や神経を刺激する。



１０

２０

３０

４０

０％

１５％１５％

２９％２９％

１１％１１％

１９％１９％

７％７％

１６％１６％

　　 口腔ケアあり 　　 口腔ケアなし

発発 熱熱 肺肺 炎炎 死死 亡亡

＊＊口腔ケアの肺炎予防口腔ケアの肺炎予防

出典：米山武義ほか



胸につかえる

食べるとむせる

食事中に　疲れ

 やすい

食後に　　　　咳が

 出る

水を飲んだ後　声が

 かれる

こんな症状　ありま
 せんか？



隠れた問題点

よだれが出る

食べ物をこぼす

口が開きにくい

食べる時間がかかる

食べにくい物がある

もぐもぐするが飲み込めない

口の周囲の筋肉が
 衰えている

咀嚼力が
衰えている



隠れた問題点

上を向いて飲もうとする

なかなか飲み込まない

食物残渣が多い

水でむせる

痰がからんだような声

よく発熱する

飲み込む機能が
衰えている 誤嚥している



隠れた問題点

頻繁にお茶を飲む

食べても味がしない

舌・口が痛い

入れ歯を入れない

食べる時入れ歯を外す

話しがしにくい

口腔が乾燥している 義歯が合わない



隠れた問題点

• 口の中に唾液がある

• 舌・口蓋は乾燥

• 唾液がドロドロ

• 口から食べていない

• プラークが多い

嚥下障害
口腔乾燥

食物の逆流
口腔不潔



口腔機能向上



口腔機能の向上

目的

高齢者が美味しく、楽しく、安全な食生活を営むこと

口腔機能の向上による効果

①摂食・嚥下機能の向上　　②気道感染予防

③栄養改善

 

　　④食べる楽しみ

口腔機能の向上の実施内容

　　　　①摂食・嚥下機能訓練

　　　　②口腔衛生状態の改善・口腔清掃指導



摂食・嚥下機能の低下の影響

摂食・嚥下機能低下

　　　　　

　低栄養　　ＡＤＬ低下　　認知機能低下

免疫機能低下　　気道感染・肺炎など感染症





口腔機能向上の具体的な方策  ｐ２５

口腔機能の向上の必要と対応に

 ついての教育

口腔衛生の自立支援

摂食・嚥下機能訓練

肺炎・底栄養・
誤嚥・窒息の予防

ＱＯＬの向上



「口腔機能の向上」の対象者の選定  ｐ２７

• 問診項目

①基本チェックリスト

• （１３）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

• （１４）お茶や汁物等でむせることがありますか

• （１５）口の渇きが気になりますか

• 理学的検査項目

②視診により口腔内の衛生状態に問題を確認

③反復唾液嚥下テストが３回未満





口腔機能向支援の実際



口腔ケアの自立支援



自分の口を知ってもらう

• 口腔機能のチェック表

• 口腔内の観察

• 簡単な検査

• 実際にやってみる

– 歯みがき・健口体操

• 参加型の健康教育

– 質問して手を挙げてもらう



歯ブラシ選びのポイント歯ブラシ選びのポイント

１．毛先（刷毛面）は小さめ

２．毛（刷毛）は軟らかめ

３．柄はやや大きめ

　　

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
毛先はどの歯の面にも達する大きさであることが大切。口の隅々まで届くように小さめのものを選びます。
頭部の幅と長さも小さめに。
毛は軟らかめで、１本１本の毛先が丸くなっているものが適しています。
材質はナイロン。軟らかいほうが歯間や歯肉に沿った部分を磨きやすく、
歯肉を傷つけることも少なくなります。また、歯のすり減りも防げます。
大きい柄のほうが持ちやすくてしっかり磨けます。
軸の方向に角度がついているものよりも、頭部と把柄が同一線上にある
単純なもののほうが口腔ケア向きです。 



磨きにくい所磨きにくい所  
∥∥  

むし歯になりやすい所むし歯になりやすい所

歯と歯の間 歯と歯肉の
境目

奥歯の
咬合せの溝



歯ブラシの毛先が直角に当たるように歯ブラシの毛先が直角に当たるように

軽い力で小さく動かして磨く軽い力で小さく動かして磨く

→ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ圧；→ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ圧；150150ｇｇ



歯ブラシの毛先を使い分けると歯ブラシの毛先を使い分けると

磨きにくい所もよく磨けます磨きにくい所もよく磨けます



その他の清掃用具その他の清掃用具

歯間ブラシ歯間ブラシ



ワンタフトブラシワンタフトブラシ



デンタルフロスデンタルフロス



義歯の清掃について義歯の清掃について



義歯の清掃について義歯の清掃について



食事指導



食べる機能と食形態

• むせやすい食べ物の性質
– サラサラ（水・お茶）⇔トロミのあるもの

– （むせやすい⇔飲み込みやすい）

• 食べ物の温度
– なまぬるい⇔はっきりした温度

　　　　　　　　　　（熱い・冷たい）

• 口に刺激のあるもの
– カプサイシン（唐辛子）



食べる時の注意

• 食べることに専念しましょう

• 最初の一口を慎重にしましょう

• 一口の量は少なめにしましょう

• ゆっくり噛んで味わいましょう

• しっかり飲んでから次の動作に移りましょう

• むせたら咳をして排出しましょう



噛んで食べると唾液がでます



唾液の働き

口腔内の自浄作用　

口腔内の湿潤作用

味覚の媒体　　　　　　
 　　　　　　　　　　

消化作用

抗菌作用

排泄作用

緩衝作用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
唾液の機能として、口腔内の自浄作用は、食物残渣の貯留を防ぎ洗い流します。
湿潤作用は、口腔の乾燥を防ぎ、咀嚼・嚥下を助けます。
味覚の媒体・消化作用は、味覚物質を溶かし、味覚を感じさせ消化を助けます。
抗菌作用は、唾液の抗菌物質（リゾチームやラクトフェリンなど）により口腔細菌叢をコントロールします。
排泄作用は、有害物質を薄め無害化します。
緩衝作用は、酸・アルカリの中和作用を行います。口腔内を生理的pHに保ちます（う蝕の発症と関連が深い）
この他にも、義歯の安定や口臭を抑えるなどの、働きがあります。次



チューインガム咀嚼前後に  
おける顔面温サーモグラフィ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
、よく咬んで食べることは、消化を促進したり食べすぎを防ぐ効果があることはよく知られていますが、
それだけではなく、咬むことは脳への血流を増やし、脳の働きを活発にします。
ガムを咬むと集中力が増すというのもこのためでしょう。高齢者にとってうれしいのは、脳の若さを保ち、認知症の進行を
遅らせる、という効果が期待されることです。
認知症の高齢者を対象に口の中の状態を調べたある調査では、重度の認知症の人ほど口腔の状態が悪く、咬むことが出来ない状態が目立ったということです。
歯が少ない人、入れ歯を使ってない人など、咬む事に問題がある人には認知症が多いという傾向があるようです。
このことからも、よく咬めるということが認知症の予防になるのではないかと考えられます。
また、咬む事は全身の運動にも関係があり、普段立ち上がるときや重いものなど持ち上げるときなど、歯をかみしめることで力を出しています。
このように「かめる」「かみしめる」ことができる状態をつくることが大切になります。




　　　　　　　

健
 

　

 

口
 

　

 

体
 

　

 

操



健口体操の効果

• 唾液の分泌がよくなる

• 口腔内に食べかすが残らない

• 嚥下時のむせが改善する

• 表情がよくなる

• 発音がよくなる



唾液腺マッサージ唾液腺マッサージ



首や肩の体操首や肩の体操



顔の体操顔の体操



口唇ストレッチ口唇ストレッチ



舌体操舌体操



＊＊ぶくぶくうがいぶくぶくうがい

＊口唇をきちんと閉じる

＊のどをきちんと閉鎖する

＊呼吸をコントロールする

＊頬をしっかり動かす

毎食後のぶくぶくうがいは、毎食後のぶくぶくうがいは、

お口のリハビリお口のリハビリの大切な要素の１つ！の大切な要素の１つ！



それぞれの音は、発音される場所が異なる。

････口唇の動き

････舌の前方の動き

････舌の後方の動き

ぱぱ

たた

かか

らら

発発  声声



【はっきり読みエクササイズ】
「
あ

 」
段

 か
 ら
 順
 に
 三
 回　

 大
き
な
声
で　

 ゆ
っ
く
り　

 は
っ
き
り　

 

読
み
ま
し
ょ
う

あ
り
さ
ん　

 あ
つ
ま
れ　

 ア
エ
イ
ウ
エ
オ
ア

か
に
さ
ん　

 か
さ
こ
そ　

 カ
ケ
キ
ク
ケ
コ
カ

さ
か
だ
ち　

 さ
か
さ
ま　

 サ
セ
シ
ス
セ
ソ
サ

た
の
し
い　

 た
こ
あ
げ　

 タ
テ
チ
ツ
テ
ト
タ

な
ら
ん
で　

 な
わ
と
び　

 ナ
ネ
ニ
ヌ
ネ
ノ
ナ

は
な
た
ば　

 は
な
び
ら　

 ハ
ヘ
ヒ
フ
ヘ
ホ

 ハ

ま
え
よ
り　

 ま
じ
め
に　

 マ
メ
ミ
ム
メ
モ
マ

や
っ
ぱ
り　

 や
さ
し
い　

 ヤ
エ
イ
ユ
エ
ヨ
ヤ

ら
く
だ
い　

 ら
い
お
ん　

 ラ
レ
リ
ル
レ
ロ
ラ

が
ま
ん
だ　

 が
ん
ば
れ　

 ガ
ゲ
ギ
グ
ゲ
ゴ
ガ

ざ
わ
ざ
わ　

 ざ
ぶ
ざ
ぶ　

 ザ
ゼ
ジ
ズ
ゼ
ゾ
ザ

ダ
ン
ス
で　

 だ
ん
だ
ん　

 ダ
デ
ヂ
ヅ
デ
ド
ダ

ば
ん
ご
う　

 ば
ら
ば
ら　

 バ
ベ
ビ
ブ
ベ
ボ
バ

パ
ラ
ソ
ル　

 パ
ラ
パ
ラ　

 パ
ペ
ピ
プ
ペ
ポ
パ

　

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　このスライドも健口体操の一例です。お口をしっかりあけ、はっきりと発音します。実際にやってみたいと思います。
　「ありさん　あつまあれ　あえいうえおあ」～
　
　この他にも早口言葉やみかんの花咲く丘の歌を歌うことなどをプログラムに取り入れることで、より健口体操を身近なものと感じてもらえるよう工夫を行っています。

　教室で使用しました媒体は展示していますのでご覧下さい。



口腔機能の向上の効果

口腔機能向上

　　気道の保護　　　栄養状態の改善

　　感染症の予防　　免疫状態の向上

口から食べることにより、健康状態を改善して
自己実現を達成することができる



　　自己実現　　

高齢者が一生おいしく、楽しく、安全な食生活を営むこと

摂食機能の向上 気道感染予防 栄養改善 食べる楽しみの向上

摂食・嚥下機能訓練 口腔清掃自立支援・介助



口腔機能の向上口腔機能の向上

（摂食･嚥下機能の向上）（摂食･嚥下機能の向上）

食べる楽しみ食べる楽しみ

運動器の運動器の

機能向上機能向上

窒息・誤嚥窒息・誤嚥

　の予防　の予防
低栄養予防低栄養予防



★歯も神経も歯も神経も

使わなければ使わなければ

衰えます衰えます。
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